
JP 5813016 B2 2015.11.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末で情報提供方法において、
　時間情報と連係情報が結合された情報アイテムを表示する過程と、
　前記時間情報の経過により前記連係情報をアップデートして表示する過程と、
　制御イベントにより時間情報が変更されるとき、変更された該当時間情報に対応する連
係情報を抽出する過程と、
　前記変更された該当時間情報に対応する連係情報ヒストリーを表示する過程と、
　前記連係情報の表示後、トグルイベントの入力有無を判別する過程と、
　前記トグルイベントが入力されるとき、前記制御イベントにより変更された前記情報ア
イテムの時間情報及び連係情報を初期化する過程と、
　前記トグルイベントによって選択された他の情報アイテムを表示する過程と、
　を含むことを特徴とする携帯端末で情報提供方法。
【請求項２】
　前記制御イベントは、前記情報アイテムの時針（または、分針）を回転するジェスチャ
ーの入力であることを特徴とする請求項１に記載の携帯端末で情報提供方法。
【請求項３】
　前記連係情報を表示する過程は、
　前記抽出された連係情報を視覚化して、前記情報アイテムの情報領域に表示する過程を
含むことを特徴とする請求項２に記載の携帯端末で情報提供方法。
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【請求項４】
　前記連係情報の表示後、リセットイベントの入力有無を判別する過程と、
　前記リセットイベントが入力されるとき、前記制御イベントにより変更された時間情報
とその連係情報を初期化する過程と、
　携帯端末の現在時間情報とそれに対応する連係情報を表示する過程と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の携帯端末で情報提供方法。
【請求項５】
　前記リセットイベントは、前記制御イベントにより変更された時間情報及び連係情報を
、携帯端末の現在時間情報とそれに対応する連係情報に初期化する入力であることを特徴
とする請求項４に記載の携帯端末で情報提供方法。
【請求項６】
　前記トグルイベントは、現在表示中である情報アイテムを少なくとも一つの他の情報ア
イテムに変更する入力であることを特徴とする請求項１に記載の携帯端末で情報提供方法
。
【請求項７】
　前記情報アイテムは、時間情報と連係された対応情報の細部機能を選択するための連係
情報選択メニューを含むことを特徴とする請求項１に記載の携帯端末で情報提供方法。
【請求項８】
　前記メニューは、ユーザ特定アプリケーションのオプションセッティング及び実行のた
めの少なくとも一つのサブメニューを含むことを特徴とする請求項７に記載の携帯端末で
情報提供方法。
【請求項９】
　前記連係情報は、時間情報の変更により、該当時間区間の天気情報、スケジュール情報
、株式情報のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１に記載の携帯端末で情
報提供方法。
【請求項１０】
　携帯端末において、
　時間情報と連係情報が結合された少なくとも一つの情報アイテムを表示する表示部と、
　時間情報に対応する連係情報を格納する格納部と、
　携帯端末の時間情報と連係情報が結合された少なくとも一つの情報アイテムの表示、及
び変化する時間情報に対応する連係情報ヒストリーの表示を制御する制御部と、
　を含み、
　前記制御部は、トグルイベントが入力されるとき、制御イベントにより変更された前記
情報アイテムの時間情報及び連係情報を初期化し、前記トグルイベントによって選択され
た他の情報アイテムの表示を制御する、
　ことを特徴とする携帯端末。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記情報アイテムの時針（または、分針）を回転する制御イベントが入力されるとき、
前記制御イベントによって前記時間情報及び連係情報のアップデートを制御することを特
徴とする請求項１０に記載の携帯端末。
【請求項１２】
　前記制御部は、
　前記制御イベントにより変更された時間情報を情報アイテムを通じて表示し、前記変更
された時間情報に対応する連係情報を抽出して前記情報アイテムの情報領域に表示するこ
とを特徴とする請求項１１に記載の携帯端末。
【請求項１３】
　前記制御部は、
　リセットイベントが入力されるとき、前記制御イベントにより変更された時間情報とそ
の連係情報を初期化し、携帯端末の現在時間情報とそれに対応する連係情報を表示するこ
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とを特徴とする請求項１２に記載の携帯端末。
【請求項１４】
　前記表示部は、
　待機画面上に少なくとも一つの情報アイテムと情報アイテム間のトグルのためのトグル
領域を表示することを特徴とする請求項１０に記載の携帯端末。
【請求項１５】
　前記表示部は、連係情報の細部機能選択のための連係情報選択メニューをさらに含むこ
とを特徴とする請求項１４に記載の携帯端末。
【請求項１６】
　前記連係情報選択メニューは、ユーザ特定アプリケーションのオプションセッティング
及び実行のための少なくとも一つのサブメニューを含むことを特徴とする請求項１５に記
載の携帯端末。
【請求項１７】
　前記連係情報は、時間情報の変更により、該当時間区間の天気情報、スケジュール情報
、株式情報のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１０に記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末に関し、特に、携帯端末の時間情報制御を通じて時間流れに対応す
る連係情報のヒストリーを提供することができる携帯端末及びその連係情報のヒストリー
提供方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、情報通信技術と半導体技術などのまぶしい発展に力づけられ、各種携帯端末の普
及と利用が急速に増加している。特に、最近の携帯端末は、伝統的な固有領域に留まらず
、他の端末の領域まで合わせるモバイル融合（ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）
段階に至っている。代表的に移動通信端末の場合には、音声通話やメッセージ送受信のよ
うな一般的な通信機能の他にも、ＴＶ視聴機能（例えば、ＤＭＢ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）やＤＶＢ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ
　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）のような移動放送）、音楽再生機能（例えば、ＭＰ３（Ｍ
ＰＥＧ　Ａｕｄｉｏ　Ｌａｙｅｒ－３））、写真撮影機能、インターネット接続機能、辞
書検索機能などの各種マルチメディア機能が付加されている。
【０００３】
　一方、一般的に携帯端末は、入力条件によってスケジュール情報が格納され、既設定さ
れたスケジュール情報の時間が経過すれば、画面を介して該当スケジュール情報を出力し
、ユーザにさらに正確なスケジュール管理が可能にする。そして、携帯端末は、待機画面
を設定するためのメニューを搭載している。待機画面を設定するためのメニューとして、
時計、カレンダー、または、スケジュール情報、天気情報などを待機画面上に表示するこ
とができる。例えば、ユーザが待機画面をアナログ時計に設定すれば、実際アナログ時計
と類似する形態のアナログ時計アイテムが待機画面上に表示される。
【０００４】
　しかし、従来の携帯端末は、設定されたスケジュール情報などが、設定された時間のみ
に一時的に出力されていたので、過去のスケジュール情報または未来のスケジュール情報
を確認するためには、別途のメニューを実行させなければならないという不便さがあった
。そして、従来の携帯端末の時計メニューは、時間情報を提供する機能の他には、特別な
機能を提供していない。したがって、ユーザが時間情報、スケジュール情報、天気情報、
株式情報など多様な情報を確認するためには、それぞれのアプリケーションを全て実行し
た後に確認が可能であった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明の目的は、携帯端末で時間情報とそれにマッピングされた連係情報を直観的に提
供することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は、携帯端末で時間情報制御を通じて該当時間に対応する連係情報の
ヒストリーを直観的に提供することができるユーザインターフェース環境を実現すること
にある。
【０００７】
　本発明のさらに他の目的は、携帯端末に時間情報と連係情報を連係して表示し、時間情
報制御を通じて変化した該当時間情報に対応する連係情報のヒストリーを支援する制御方
法を提供することにある。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、時間情報の変化により、それにマッピングされた連係情報
のヒストリーを支援して、携帯端末の使用性及び便宜性を向上することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記した目的を達成するための本発明の実施例に係る方法は、携帯端末で情報提供方法
において、時間情報と連係情報が結合された情報アイテムを表示する過程と、前記時間情
報の経過により前記連係情報をアップデートして表示する過程と、制御イベントにより時
間情報が変更されるとき、変更された該当時間情報に対応する連係情報を抽出する過程と
、前記変更された該当時間情報に対応する連係情報ヒストリーを表示する過程と、を含む
。
【００１０】
　上記した目的を達成するための本発明の実施例に係る携帯端末は、携帯端末において、
時間情報と連係情報が結合された少なくとも一つの情報アイテムを表示する表示部と、時
間情報に対応する連係情報を格納する格納部と、携帯端末の時間情報と連係情報が結合さ
れた少なくとも一つの情報アイテム表示及び変化される時間情報に対応する連係情報のヒ
ストリー表示を制御する制御部と、を含む。
【発明の効果】
【００１１】
　上述したように本発明で提案する時間情報に連係された情報のヒストリー提供方法及び
装置によれば、時間情報とそれに関連する連係情報を提供しようとするとき、制御される
時間情報によって該当連係情報のヒストリー機能を支援する方法を提供する。このような
本発明の連係情報ヒストリー機能支援方法は、携帯端末で時間情報にマッピングされる多
様な連係情報及びそのヒストリー情報を表示するための最適の環境を提供し、ユーザの制
御により多様な連係情報の時間帯別出力機能が実現されることができる。
【００１２】
　本発明によれば、ユーザの時間情報制御により該当時間に対応する連係情報ヒストリー
が表示されるので、時間流れに対応する過去、現在、未来に対する連係情報を直観的に提
供することができる。そして、時間情報によるヒストリーを時針（または、分針）という
直観的な媒介体によって制御及び確認することが可能である。そして、時間情報と連係情
報が結合された情報アイテムを用いて、多様な情報取得のための複雑な待機画面の構成を
回避することができる。
【００１３】
　本発明で時間情報に対応する連係情報のヒストリー機能支援方法は、携帯端末の時間情
報とそれにマッピングされる各連係情報（スケジュール情報、天気情報、株式情報など）
の一体化及び視覚化によって、携帯端末の使用性、便宜性及び競争力の向上に寄与するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の実施例に係る携帯端末の構成を概略的に示した図である。
【図２】本発明の実施例に係る時間情報と連係情報が結合された情報アイテムの例示を示
した図である。
【図３】本発明の実施例に係る時間情報と連係情報が結合された情報アイテムの例示を示
した図である。
【図４】本発明の実施例に係る時間情報と連係情報が結合された情報アイテムの例示を示
した図である。
【図５】本発明の実施例に係る時間情報とマッピングされる天気情報のヒストリー機能提
供方法の例示を示した図である。
【図６】本発明の実施例に係る時間情報とマッピングされるスケジュール情報のヒストリ
ー機能提供方法の例示を示した図である。
【図７】本発明の実施例に係る時間情報とマッピングされる株式情報のヒストリー機能提
供方法の例示を示した図である。
【図８】本発明の実施例に係る時間情報と連係情報を含む情報アイテム提供方法の例示を
示した図である。
【図９】本発明の実施例に係る携帯端末で時間情報にマッピングされた連係情報ヒストリ
ー機能の制御方法を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付された図面を参照して本発明の好ましい実施例を詳細に説明する。このとき
、添付された図面で同一の構成要素は、なるべく同一の符号で示していることに留意しな
ければならない。また、本発明の要旨を不明瞭にする公知機能及び構成に対する詳細な説
明は省略する。すなわち、下記の説明では、本発明の実施例に係る動作を理解するのに必
要な部分だけが説明され、それ以外の部分の説明は、本発明の要旨を不明瞭にしないよう
に省略することに留意しなければならない。
【００１６】
　提案する本発明は、携帯端末の内部情報または外部（例えば、気象庁、事業者サーバな
ど）から転送される情報を時間情報と連係して表示し、時間情報制御を通じて該当時間に
対応する連係情報のヒストリー（ｈｉｓｔｏｒｙ）を直観的に確認できる携帯端末及びそ
の連係情報ヒストリー機能制御方法に関する。本発明の実施例によれば、待機画面で時間
情報と他の連係情報を一つのコンセプトでグループ化して、現在時間情報及びそれによる
連係情報を提供することができる。そして、ユーザインタラクションによる時間情報制御
を通じて該当時間に対応する連係情報ヒストリーを直観的に提供することができる。すな
わち、本発明の実施例によれば、待機画面上で画面の切り替えなしで現在時間情報を基準
として過去と未来に対する連係情報ヒストリーを確認することができる。
【００１７】
　そうすれば、以下で本発明の実施例に係る携帯端末の構成及びその動作制御方法につい
て、図１～図９を参照して調べてみる。ところが、本発明の実施例に係る携帯端末の構成
及びその制御方法が後述する内容に制限されるか限定されるものではないため、下記の実
施例に基づいて多様な実施例に適用できることに留意しなければならない。
【００１８】
　図１は、本発明の実施例に係る携帯端末の構成を概略的に示した図である。
　前記図１を参照すれば、前記携帯端末は、通信モジュール１００、入力部２００、格納
部３００、表示部４００、および制御部５００を含んで構成される。この他にも、前記携
帯端末は、マイク（ＭＩＣ）とスピーカー（ＳＰＫ）を具備するオーディオ処理部、デジ
タル放送（例えば、ＤＭＢやＤＶＢのような移動放送）の受信と再生を行うためのデジタ
ル放送モジュール、写真撮影機能のためのカメラモジュール、ブルートゥース（ＢＬＵＥ
ＴＯＯＴＨ）通信機能を行うためのブルートゥース通信モジュールなどの通常の構成をさ
らに含んでもよいが、それに対する説明および図示は省略する。
【００１９】
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　前記通信モジュール１００は、音声通話やメッセージ送受信のような一般的な通信機能
を行うための無線周波数ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュール及びインタ
ーネット通信機能を行うためのインターネット通信モジュールのうち、携帯端末が支援す
る通信機能を支援する少なくとも一つのモジュールを示す。特に、本明細書で前記通信モ
ジュール１００は、外部（例えば、気象庁、移動通信事業者サーバなど）から転送される
情報を受信するＲＦ通信モジュールまたはインターネット通信モジュールを示す。前記通
信モジュール１００は、制御部５００の制御によって外部サーバに連係情報要請信号を送
信し、それにより転送される連係情報応答信号を受信して制御部５００に伝達する。前記
通信モジュール１００は、外部から周期的に転送される連係情報信号を受信することがで
きる。
【００２０】
　前記入力部２００は、ユーザの操作行為を感知し、それによる入力信号を生成して前記
制御部５００に伝達する。前記入力部２００は、複数のボタンで構成されてもよい。特に
、前記入力部２００は、連係情報のアップデートのための入力信号を生成する一つ以上の
ボタンを具備してもよい。前記入力部２００は、後述するような制御イベント、リセット
イベント、トグルイベントなどによる入力信号を生成する一つ以上のボタンを具備しても
よい。
【００２１】
　前記格納部３００は、前記携帯端末で実行されて処理される各種プログラムとデータを
格納し、一つ以上の揮発性メモリ素子と不揮発性メモリ素子で構成される。例えば、前記
格納部３００は、前記携帯端末のオペレーティングシステム、表示部４００の表示制御動
作に関連するプログラムとデータ、時間情報による連係情報ヒストリー機能実行に関連す
るアプリケーションとデータなどを持続的にまたは一時的に格納することができる。前記
格納部３００は、連係情報ヒストリーを提供するためのデータ（例えば、時間帯別連係情
報、日別連係情報、週別連係情報、月別連係情報など）を持続的または一時的に格納する
格納領域（図示せず）を具備する。
【００２２】
　前記表示部４００は、携帯端末で支援するアプリケーションの実行画面を提供する。例
えば、メッセージ機能、電子メール機能、インターネット機能、マルチメディア機能、検
索機能、通信機能、電子ブック読み取り機能（例えば、ｅ－ｂｏｏｋ）、動画機能、写真
撮影機能、写真見る機能、ＴＶ視聴機能（例えば、ＤＭＢやＤＶＢのような移動放送）、
音楽再生機能（例えば、ＭＰ３）などの実行画面を提供する。前記表示部４００は、液晶
表示装置ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）が使用されることが
一般的であるが、有機発光ダイオードＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）、能動型ＯＬＥＤ（ＡＭＯＬＥＤ、Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ
　ＯＬＥＤ）などのような他の表示装置が使用されてもよい。前記表示部４００は、画面
データを表示するとき、横モードを提供するか又は縦モードを提供する。
【００２３】
　前記表示部４００は、タッチ入力部（図示せず）を具備することができる。すなわち、
前記表示部４００は、タッチスクリーン（ｔｏｕｃｈｓｃｒｅｅｎ）で実現される。前記
表示部４００は、タッチスクリーンの構成によって後述するような制御イベント、リセッ
トイベント、トグルイベントなどによる入力信号を生成して制御部５００に伝達する。
【００２４】
　特に、前記表示部４００は、待機画面を介して時間情報を提供するとき、時間情報と他
の連係情報を一つの情報アイテム（例えば、ウィジェットなど）で構成して提供する。そ
して、前記表示部４００は、情報アイテムを通じて現在の時間だけでなく、前記情報アイ
テムを用いて制御される時間情報に対応する連係情報ヒストリーを静的及び動的なＧＵＩ
（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）に提供する。本明細書で表示部
４００は、待機画面上で後述するような情報アイテム、連係情報選択メニュー、その他の
アイテム、トグル領域などを提供する。
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【００２５】
　前記制御部５００は、前記携帯端末の全般的な動作を制御する。前記制御部５００は、
携帯端末の内部情報または外部から転送される連係情報を携帯端末の時間情報と連係して
表示されるように処理する。すなわち、制御部５００は、表示部４００の待機画面を介し
て時間情報と連係情報を一つの情報アイテムを通じて表示されるように処理する。そして
、制御部５００は、連係情報ヒストリー機能を制御するとき、変化される該当時間情報に
対応する連係情報ヒストリーが表示されるように制御する。
【００２６】
　例えば、前記制御部５００は、表示部４００に時間情報と天気情報が結合された時計＆
天気アイテムを提供し、時計＆天気アイテムで時間情報が制御されるとき、時間情報の変
化による該当時間帯の天気情報に対するヒストリーを提供する。また、前記制御部５００
は、表示部４００に時間情報とスケジュール情報が結合された時計＆スケジュールアイテ
ムを提供して、時計＆スケジュールアイテムで時間情報が制御されるとき、時間情報の変
化による該当時間帯のスケジュール情報に対するヒストリーを提供する。また、前記制御
部５００は、表示部４００に時間情報と株式情報が結合された時計＆株式アイテムを提供
して、時計＆株式アイテムで時間情報が制御されるとき、時間情報の変化による該当時間
帯の株式情報に対するヒストリーを提供する。
【００２７】
　一方、時間情報の変化による該当時間帯の各連係情報は、格納部３００にあらかじめ格
納されていてもよい。制御部５００は、内部情報または外部から転送される情報を設定さ
れた周期による時間帯別に格納部３００に格納し、時間情報と各連係情報をマッピングし
て格納することができる。制御部５００は、格納された時間情報と連係情報によって過去
、現在、未来に対するヒストリー機能を支援する。
【００２８】
　前記制御部５００は、上で説明したような情報アイテムで時間情報を制御するジェスチ
ャーが入力されると、現在情報アイテムを通じて提供される連係情報を判別する。そして
、制御部５００は、連係情報のうちジェスチャーによって変化する該当時間に対応する連
係情報ヒストリーを抽出し、その変化された画面表示を制御する。その他にも、前記制御
部５００は、アプリケーション実行による機能制御及び連係情報ヒストリー機能制御に関
連する各種制御動作を行う。これに対して後述する連係情報ヒストリー機能制御方法で説
明される。
【００２９】
　一方、前記図１に示した本発明の携帯端末は、バータイプ、フォルダタイプ、スライド
タイプ、スイングタイプ、フリップタイプなど全てのタイプの携帯端末に適用することが
できる。そして、本発明の携帯端末は、全ての情報通信機器、マルチメディア機器及びそ
れに対する応用機器を含んでもよい。例えば、前記携帯端末は、多様な通信システムに対
応する通信プロトコル（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ）に基づいて
動作する移動通信端末機（ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｔｅｒｍｉｎａ
ｌ）、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ）、デジタル放
送プレーヤー、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ミ
ュージックプレーヤー（例えば、ＭＰ３プレーヤー）、携帯ゲーム端末及びスマートフォ
ン（Ｓｍａｒｔ　Ｐｈｏｎｅ）などの小型デバイスを含んでもよい。また、本発明の時間
情報の変化による連係情報ヒストリー機能支援方法は、ＴＶ（Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ）、
ＬＦＤ（Ｌａｒｇｅ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＤＳ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇ
ｎａｇｅ）、メディアポール（ｍｅｄｉａ　ｐｏｌｅ）、パーソナルコンピュータ（ＰＣ
、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）及びノートブック（Ｎｏｔｅｂｏｏｋ）などの
中大型デバイスに適用して運用されてもよい。
【００３０】
　図２～図４は、本発明の実施例に係る時間情報と連係情報が結合された情報アイテムの
例示を示した図である。
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【００３１】
　前記図２～図４に示したように、図２は、時間情報と天気情報が結合された情報アイテ
ムの例示を示したものであり、図３は、時間情報とスケジュール情報が結合された情報ア
イテムの例示を示したものであり、図４は、時間情報と株式情報が結合された情報アイテ
ムの例示を示したものである。この他にも本発明は、時間情報と放送情報（例えば、放送
編成表情報）が結合された情報アイテム、時間情報と時刻表情報（例えば、学校時刻表情
報）が結合された情報アイテムなどのように、時間に関連する多様な連係情報の結合をさ
らに含んでもよいが、それに対する説明と図示は省略する。
【００３２】
　前記図２～図４を参照すれば、表示部４００は、時間情報と連係情報（例えば、天気情
報、スケジュール情報、株式情報など）が結合された情報アイテム（例えば、ウィジェッ
ト）２１０，３１０，４１０、ユーザの設定による情報提供のためのその他のアイテム（
例えば、ウィジェット）２７０、オプション設定と特定アプリケーション実行及びメニュ
ー実行のための少なくとも一つのサブメニューを含むメニュー領域６００を含んで表示す
ることができる。
【００３３】
　前記図２に示したように、図２では、連係情報として天気情報が提供される場合を仮定
する。すなわち、情報アイテム２１０は、時間情報と天気情報が結合された時間＆天気ア
イテムであることを仮定する。そして、携帯端末は、設定された方法で時間＆天気アイテ
ム２１０の実行が可能である。例えば、携帯端末に具備された入力部２００のショートカ
ットキーボタン（図示せず）の入力で時間＆天気アイテム２１０を実行するか、表示部４
００上に時間＆天気アイテム２１０の実行のために割り当てられたタッチ領域（例えば、
トグル領域）のタッチ入力で時間＆天気アイテム２１０を実行するか、メニュー領域６０
０のメニュー選択を通じて時間＆天気アイテム２１０を実行することができる。
【００３４】
　時間＆天気アイテム２１０の実行が入力されると、図２の参照番号２０１～参照番号２
０５に示したように、表示部４００の設定された一定領域に時間＆天気アイテム２１０が
表示される。そして、時間＆天気アイテム２１０の実行が行われると、時間＆天気アイテ
ム２１０で時間情報を示す時針、分針、秒針が携帯端末の現在時間情報に対応する位置で
それぞれ調整（回転）されて表示される。そして、携帯端末の現在時間情報に対応する天
気情報が情報領域２３０に表示される。例えば、参照番号２０１は、雨が降る天気状態を
表し、参照番号２０３は、雪が降る天気状態を表し、参照番号２０５は、晴れた天気状態
を表す。ユーザは、過去の天気または未来の天気を確認しようとするとき、時間＆天気ア
イテム２１０の時針（または、分針）の制御を通じて該当時間帯の天気情報ヒストリーを
確認することができる。
【００３５】
　前記図３に示したように、図３では、連係情報としてスケジュール情報が提供される場
合を仮定する。すなわち、情報アイテム３１０は、時間情報とスケジュール情報が結合さ
れた時間＆スケジュールアイテムであることを仮定する。そして、携帯端末は、上で説明
したように設定された方法で時間＆スケジュールアイテム３１０の実行が可能である。
【００３６】
　時間＆スケジュールアイテム３１０の実行が入力されると、図３に示したように表示部
４００の設定された一定領域に時間＆スケジュールアイテム３１０が表示される。そして
、時間＆スケジュールアイテム３１０の実行が行われると、時間＆スケジュールアイテム
３１０で時間情報を示す時針、分針、秒針が携帯端末の現在時間情報に対応する位置にそ
れぞれ調整（回転）されて表示される。そして、ユーザによって設定されたスケジュール
情報が情報領域３３０に表示される。また、情報領域３３０のスケジュール情報のうち現
在時間情報に対応する情報が含まれた領域は、他の情報の領域と区別（例えば、ハイライ
ト、ハッチング、チラツキなど）されて表示される。
【００３７】
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　ユーザは、アプリケーションスケジュールを利用してスケジュール情報の登録が可能で
ある。また、ユーザは、時間＆スケジュールアイテム３１０でメニュー設定などによりス
ケジュール情報の登録が可能である。例えば、時間＆スケジュールアイテム３１０で希望
する時針及び分針制御により希望する時間帯を選択した後、該当時間帯に対するスケジュ
ール情報の登録を行うことができる。そして、ユーザは、時間＆スケジュールアイテム３
１０を通じて現在表示されない時間帯（例えば、午後）のスケジュールを確認しようとす
るとき、時針（または、分針）制御により該当時間帯のスケジュール情報ヒストリーを確
認することができる。
【００３８】
　前記図４に示したように、図４では、連係情報として株式情報が提供される場合を仮定
する。すなわち、情報アイテム４１０は、時間情報と株式情報が結合された時間＆株式ア
イテム４１０であることを仮定する。そして、携帯端末は、上で説明したように設定され
た方法で時間＆株式アイテム４１０の実行が可能である。
【００３９】
　時間＆株式アイテム４１０の実行が入力されると、参照番号４０１及び参照番号４０３
に示したように、表示部４００の設定された一定領域に時間＆株式アイテム４１０が表示
される。そして、時間＆株式アイテム４１０の実行が行われると、時間＆株式アイテム４
１０で時間情報を示す時針、分針、秒針が携帯端末の現在時間情報に対応する位置にそれ
ぞれ調整（回転）されて表示される。そして、携帯端末の現在時間情報に対応する株式情
報が情報領域４３０，４５０に表示される。時間＆株式アイテム４１０の場合、情報領域
は、株式情報の特性上実際的な株価と上昇／下落率を数値的に示す第１情報領域４３０と
、上昇／下落状態をＧＵＩで示す第２情報領域４５０とに区分されて提供される。
【００４０】
　例えば、参照番号４０１は、第１情報領域４３０にユーザの設定による種目（または、
全ての種目の平均）の株価及び上昇／下落率が数値的に示され、第２情報領域４５０に緑
色の矢印が反時計方向に示されて株価が上昇状態であることを表示される。また、参照番
号４０３は、第１情報領域４３０に株価及び上昇／下落率が数値的に示され、第２情報領
域４５０に赤色の矢印が時計方向に示されて株価が下落状態であることを表示される。ユ
ーザは、過去の株式情報を確認しようとするとき、時間＆株式アイテム４１０の時針（ま
たは、分針）の制御により該当時間帯の株式情報ヒストリーを確認することができる。
【００４１】
　一方、図２～図４では、その図示及び説明は省略したが、情報アイテムの実行時に前記
情報アイテムで時間情報と結合された該当連係情報の細部機能選択のための連係情報選択
メニューを共に提供することができる。例えば、図２で時間＆天気アイテム２１０の下端
に連係情報選択メニューを提供し、連係情報選択メニューを通じて天気情報を確認しよう
とする地域情報の選択が可能である。図３で時間＆スケジュールアイテム３１０の下端に
連係情報選択メニューを提供し、連係情報選択メニューを通じて午前のスケジュール情報
、午後のスケジュール情報、週間スケジュール情報などの選択が可能である。図４で時間
＆株式アイテム４１０の下端に連係情報選択メニューを提供し、連係情報選択メニューを
通じて株式種目の選択が可能である。連係情報選択メニューは、情報アイテムと隣接する
領域でドロップダウンメニューの形態で提供される。
【００４２】
　そして、連係情報のアップデート周期は、ユーザの設定による。例えば、ユーザは、連
係情報のアップデート周期を１０分、３０分、時間単位、日単位などに設定することがで
きる。前記図２の天気情報を例示として、アップデート周期が１０分であると設定された
場合を仮定すれば、１０分ごとに内部または外部から取得された連係情報をアップデート
して提供することができる。そして、連係情報のユーザアップデートのために前記連係情
報選択メニューにリフレッシュ（ｒｅｆｒｅｓｈ）機能が提供される。
【００４３】
　図５は、本発明の実施例に係る時間情報とマッピングされる連係情報のヒストリー機能
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提供方法の例示を示した図である。
【００４４】
　前記図５を参照すれば、参照番号５０１に示したように、表示部４００上に時間情報と
天気情報が結合された情報アイテム（例えば、時間＆天気アイテム）２１０が表示された
状態を仮定する。情報アイテム２１０は、時針、分針、秒針の変化（回転）により携帯端
末の時間情報を提供し、現在時間情報に対応する天気情報を情報領域２３０にＧＵＩで提
供する。前記ＧＵＩは、静的なイメージ形態で提供されてもよく、動的なアニメーション
形態で提供されてもよい。天気情報は、外部（例えば、気象庁、移動通信事業者など）か
ら転送される情報受信によって取得することができる。天気情報は、ユーザの設定による
地域情報に基づいて提供されてもよい。または、天気情報は、携帯端末の位置情報に基づ
いて提供されてもよい。天気情報は、外部（例えば、気象庁、移動通信事業者など）から
周期的に転送されるものを受信することができる。または、天気情報は、ユーザの設定に
よる周期ごとに外部に要請して受信することができる。そして、天気情報は、特定区間単
位（時間単位、週間単位など）で提供されてもよい。
【００４５】
　そして、参照番号５０３及び参照番号５０５に示したように、時間情報が経過すること
によって該当時間情報に対応する天気情報がアップデートされて表示される。例えば、参
照番号５０３及び参照番号５０５に示したように、情報領域２３０の降水量が変化する（
順次増加する）ことを表示する。
【００４６】
　一方、参照番号５０１～参照番号５０５のような状態で、時間情報の変更によって過去
または未来に対する連係情報ヒストリーの確認が可能である。例えば、参照番号５０５に
示したように、情報アイテム２１０の時針（または、分針）を選択して時計方向に回転す
るジェスチャーを入力することができる。このようなジェスチャーの入力によって、参照
番号５０７に示したように時針を午後２時に回転すれば、午後２時の時間情報に対応する
天気情報が情報領域２３０に表示される。このとき、参照番号５０５の午前１１時から参
照番号５０７の午後２時まで時針が回転する間の時間情報の変化によって、情報領域２３
０には、該当時間帯に対応する天気情報が持続的に変更されて提供される。参照番号５０
７では、参照番号５０５よりも降水量が減少した状態を示す。
【００４７】
　参照番号５０７のような状態で、上で説明したように時間情報の変更によるジェスチャ
ーの入力を継続して行うことができる。すなわち、ジェスチャーの入力によって参照番号
５０９に示したように、時針を午後３時に回転すれば、午後３時の時間情報に対応する天
気情報が情報領域２３０に表示される。参照番号５０９では、晴れ状態の天気を示す。そ
して、参照番号５０９のような状態で、リセットイベントの入力が可能である。例えば、
ユーザは、入力部２００にリセットイベントのための物理的なキーまたは表示部４００で
リセットイベントのためのタッチ領域を入力することができる。リセットイベントが入力
されると、参照番号５０９のように提供された時間情報及びそれにともなう天気情報が、
携帯端末の現在時間情報及びそれにともなう天気情報に初期化されて表示される。
【００４８】
　一方、図５で具体的な図示と説明は省略したが、参照番号５０５のような状態で、時針
（または、分針）を選択して反時計方向に回転するジェスチャーを入力することができる
。このようなジェスチャーの入力によって過去に対する連係情報ヒストリーの確認も可能
である。また、本明細書で時針を利用した時間情報制御の場合、時間単位で連係情報ヒス
トリーの確認が可能であり、分針を利用した時間情報制御の場合、分単位にさらに細かい
連係情報ヒストリーの確認が可能である。
【００４９】
　図６は、本発明の実施例に係る時間情報とマッピングされる連係情報のヒストリー機能
提供方法の他の例示を示した図である。
【００５０】
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　前記図６を参照すれば、参照番号６０１に示したように、表示部４００上に時間情報と
スケジュール情報が結合された情報アイテム（例えば、時間＆スケジュールアイテム）３
１０が表示された状態を仮定する。情報アイテム３１０は、時針、分針、秒針の変化（回
転）によって携帯端末の時間情報を提供し、現在時間情報に対応するスケジュール情報を
情報領域３３０に提供する。スケジュール情報は、ユーザによって設定され、格納部３０
０に格納される。スケジュール情報は、１２時間単位で午前のスケジュール情報、午後の
スケジュール情報のうちいずれか一つの形態で提供される。または、スケジュール情報は
、２４時間のスケジュール情報としても提供可能である。または、スケジュール情報は、
２４時間中にユーザによって登録された時間帯の情報としてのみ提供可能である。または
、スケジュール情報は、時間単位、日単位、週単位、月単位で提供されてもよい。このよ
うなスケジュール情報は、ユーザの設定によって決定され、それぞれスケジュール情報別
に情報アイテム生成が可能である。
【００５１】
　そして、参照番号６０３及び参照番号６０５に示したように、時間情報が経過すること
によって該当時間情報に対応するスケジュール情報がアップデートされて表示される。例
えば、参照番号６０３及び参照番号６０５に示したように、情報領域２３０のスケジュー
ル情報のうち時間情報に対応する時間帯の情報が含まれる領域が差別化（例えば、ハイラ
イト、ハッチング、チラツキなど）されて表示されることができる。
【００５２】
　一方、参照番号６０１～参照番号６０５のような状態で、時間情報変更によって過去ま
たは未来に対する連係情報ヒストリーの確認が可能である。例えば、参照番号６０５に示
したように、情報アイテム３１０の時針を選択して時計方向に回転するジェスチャーを入
力することができる。このようなジェスチャーの入力によって、参照番号６０７に示した
ように時針を午後３時に回転すると、午後３時の時間情報に対応するスケジュール情報が
情報領域３３０に表示される。このとき、参照番号６０５の午前１１時から参照番号６０
７の午後２時まで時針が回転する間の時間情報の変化によって、情報領域３３０には、該
当時間帯に対応するスケジュール情報が持続的に変更されて提供される。参照番号６０７
では、参照番号６０１～参照番号６０５の午前のスケジュール情報が午後のスケジュール
情報に変更された状態を示し、午後３時の時間情報に対応する情報が含まれた領域が差別
化されて表示される。そして、参照番号６０７のような状態で、上で説明したようにリセ
ットイベントの入力が可能である。リセットイベントが入力されると、参照番号６０７の
ように提供された時間情報及びそれに伴うスケジュール情報が、携帯端末の現在時間情報
及びそれに伴うスケジュール情報に初期化されて表示される。
【００５３】
　一方、図６で具体的な図示と説明は省略したが、参照番号６０５のような状態で、時針
（または、分針）を選択して反時計方向に回転するジェスチャーを入力することができる
。このようなジェスチャーの入力によって、過去に対する連係情報ヒストリーの確認も可
能である。また、本明細書で時針を利用した時間情報制御の場合、時間単位で連係情報ヒ
ストリーの確認が可能であり、分針を利用した時間情報制御の場合、分単位でさらに細か
い連係情報ヒストリーの確認が可能である。
【００５４】
　図７は、本発明の実施例に係る時間情報とマッピングされる連係情報のヒストリー機能
提供方法の他の例示を示した図である。
【００５５】
　前記図７を参照すれば、参照番号７０１に示したように、表示部４００上に時間情報と
株式情報が結合された情報アイテム（例えば、時間＆株式アイテム）４１０が表示された
状態を仮定する。情報アイテム４１０は、時針、分針、秒針の変化（回転）によって携帯
端末の時間情報を提供し、現在時間情報に対応する株式情報を第１情報領域４３０と第２
情報領域４５０に提供する。株式情報は、外部（例えば、証券会社など）から転送される
情報受信により取得することができる。株式情報は、ユーザの設定により登録された特定
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種目に対する株価及び上昇／下落率を示す。または、株式情報は、ユーザの設定によって
全ての種目に対する平均株価及び上昇／下落率を示す。株式情報の場合、その特性上過去
の時間情報による株式情報ヒストリーが提供される。
【００５６】
　そして、参照番号７０３及び参照番号７０５に示したように、時間情報が経過すること
によって該当時間情報に対応する株式情報がアップデートされて表示される。例えば、参
照番号７０３及び参照番号７０５に示したように、第１情報領域４３０の株価及び上昇／
下落率が変化する（順次増加する）ことを示す。第２情報領域４５０は、続けて上昇状態
を示すことができる。このとき、第２情報領域４５０は、株価情報の変化によって矢印の
進行程度を異ならせて表示可能である。例えば、第１情報領域４３０の株価及び上昇／下
落率の変化に対応してその進行程度を表示することができる。
【００５７】
　一方、参照番号７０１～参照番号７０５のような状態で、時間情報の変更によって過去
に対する連係情報ヒストリーの確認が可能である。例えば、参照番号７０５に示したよう
に、情報アイテム４１０の時針（または、分針）を選択して反時計方向に回転するジェス
チャーを入力することができる。このようなジェスチャーの入力によって、参照番号７０
７に示したように時針を午前１１時に回転すると、午前１１時の時間情報に対応する株式
情報が第１情報領域４３０と第２情報領域４５０に表示される。このとき、参照番号７０
５の午後３時から参照番号７０７の午前１１時まで時針が回転する間の時間情報の変化に
よって、第１情報領域４３０と第２情報領域４５０には、該当時間帯に対応する株式情報
が持続的に変更されて提供される。参照番号７０７では、午前の該当時間帯に株価が下落
された状態を示す。
【００５８】
　そして、参照番号７０７のような状態で、上で説明したようにリセットイベントの入力
が可能である。リセットイベントが入力されると、参照番号７０７のように提供された時
間情報及びそれに伴う株式情報が、携帯端末の現在時間情報及びそれに伴う株式情報に初
期化されて表示される。
【００５９】
　一方、図７で具体的な図示と説明は省略したが、本明細書で時針を利用した時間情報制
御の場合、時間単位で連係情報ヒストリーの確認が可能であり、分針を利用した時間情報
制御の場合、分単位でさらに細かい連係情報ヒストリーの確認が可能である。
【００６０】
　図８は、本発明の実施例に係る時間情報と連係情報を含む情報アイテム提供方法の例示
を示した図である。
【００６１】
　前記図８を参照すれば、参照番号８０１に示したように、表示部４００上に時間＆天気
アイテム２１０が表示された状態を仮定する。すなわち、表示部４００に待機画面が表示
された状態で、上で説明したように設定された方法で時間＆天気アイテム２１０の実行が
可能である。例えば、携帯端末に具備された入力部２００のショートカットキーボタン（
図示せず）の入力、表示部４００上に時間＆天気アイテム２１０の実行のために割り当て
られたトグル領域８５０のタッチ入力、メニュー領域６００のメニュー選択入力のうちい
ずれか一つによって実行可能である。本明細書では、トグル領域８５０を利用する場合を
仮定する。前記トグル領域８５０は、情報アイテム間のトグルのための領域を示す。前記
トグル領域８５０は、携帯端末で基本に提供される少なくとも一つの情報アイテム、また
は、ユーザの設定によって定義される少なくとも一つの情報アイテムに対応する少なくと
も一つのトグルボタンが表示される。すなわち、トグルボタンは、ソフトキーのタッチ入
力によってトグルされてもよく、入力部２００の物理的なキーによってトグルされてもよ
い。トグルボタンは、登録された情報アイテムの個数に対応するように表示されることが
できる。
【００６２】
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　参照番号８０１のような状態で、設定された方法によって新しい情報アイテムを実行し
、その画面を表示部４００に表示することができる。例えば、参照番号８０１に示したよ
うに、トグル領域８５０で時間＆スケジュールアイテム３１０を実行するトグルボタンの
入力により、時間＆スケジュールアイテム３１０の実行が可能である。そして、トグルボ
タンが入力されると、参照番号８０３に示したように、表示部４００上に時間＆スケジュ
ールアイテム３１０が表示される。このような動作で参照番号８０５のように時間＆株式
アイテム４１０の実行も可能である。
【００６３】
　一方、参照番号８０１～参照番号８０３に示されたような各情報アイテムを組み合わせ
て表示することも可能である。例えば、参照番号８０１のような状態で、トグル領域８５
０のうち他の情報アイテムを同時に表示するためのトグルボタンの入力が可能である。そ
して、トグルボタンが入力された後、トグル領域８５０で実行しようとする情報アイテム
のトグルボタンを入力することができる。入力されたトグルボタンに対応する情報アイテ
ムが時間＆スケジュールアイテム３１０である場合を仮定する。参照番号８０１のように
時間＆天気アイテム２１０が表示された状態で、時間＆スケジュールアイテム３１０を同
時表示する入力によって、参照番号８０５に示したように時間＆天気アイテム２１０と時
間＆スケジュールアイテム３１０が同時に示されて表示される。
【００６４】
　図９は、本発明の実施例に係る携帯端末で時間情報にマッピングされた連係情報ヒスト
リー機能の制御方法を示したフローチャートである。
【００６５】
　前記図９を参照すれば、制御部５００は、表示部４００の待機画面上にユーザの選択に
よる情報アイテムを表示することができる（９０１ステップ）。例えば、時間情報と天気
情報が結合された時間＆天気アイテム２１０、時間情報とスケジュール情報が結合された
時間＆スケジュールアイテム３１０、時間情報と株式情報が結合された時間＆株式アイテ
ム４１０などの情報アイテムのうち少なくとも一つのアイテムを表示することができる。
【００６６】
　制御部５００は、情報アイテムを表示している状態で、時間情報を制御する制御イベン
トの入力を受ける（９０３ステップ）。例えば、制御部５００は、表示部４００に情報ア
イテムの表示中にユーザが情報アイテムの時針（または、分針）を時計方向（または、反
時計方向）に回転するジェスチャーを入力すると、その入力信号を受信する。制御イベン
トは、スイングイベント、ムーブイベント、ドラッグイベント、フリックイベントなどを
含んでもよい。
【００６７】
　次に、制御部５００は、制御イベントの入力を感知すると、制御イベントによって変化
する時間情報を確認する（９０５ステップ）。そして、制御部５００は、変化した時間情
報に対応する連係情報を抽出する（９０７ステップ）。例えば、制御部５００は、時間情
報制御によって変更された該当時間情報に対応する情報アイテムの連係情報を格納部３０
０から抽出する。
【００６８】
　次に、制御部５００は、抽出された連係情報を視覚化して（９０９ステップ）、情報ア
イテムの情報領域に表示する（９１１ステップ）。例えば、制御部５００は、該当時間情
報に対応する連係情報を構成するデータ（例えば、外部から受信して格納された降水量の
数値的データ）を抽出し、抽出されたデータを表示部４００に表示可能なデータ（例えば
、ＧＵＩデータ）に変換する。そして、変換されたデータを情報アイテムの情報領域に表
示する。すなわち、制御部５００は、時間情報の変化によって以前に表示された連係情報
を該当時間情報に対応する連係情報としてアップデートして表示する。
【００６９】
　次に、制御部５００は、制御イベントの入力の終了有無を判別する（９１３ステップ）
。例えば、制御部５００は、情報アイテムで時針を回転するジェスチャー入力の解除有無
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を感知することができる。制御部５００は、制御イベントの入力が終了しなければ（９１
３ステップのＮｏ）、９０３ステップに進んで、上で説明したように制御イベントにより
変更される時間情報に対する連係情報をアップデートして表示する動作を行うことができ
る。
【００７０】
　次に、制御部５００は、制御イベントの入力が終了すれば（９１３ステップのＹｅｓ）
、リセットイベントの入力有無を判別する（９１５ステップ）。リセットイベントは、上
で説明したように制御イベントにより変更された時間情報とその連係情報を、携帯端末の
現在時間情報とそれに対応する連係情報に初期化する入力を示す。リセットイベントは、
設定された方式によって表示部４００に割り当てられたタッチ領域または入力部２００の
物理的なキー入力によって行われる。
【００７１】
　次に、制御部５００は、リセットイベントの入力を感知すれば（９１５ステップのＹｅ
ｓ）、制御イベントにより変更された時間情報及び連係情報を初期化して（９１７ステッ
プ）、携帯端末の現在時間情報に対応する連係情報を情報領域に表示する（９１９ステッ
プ）。そして、制御部５００は、ユーザから要請される該当動作の遂行を制御することが
できる（９２５ステップ）。例えば、制御部５００は、上で説明したように他の情報アイ
テムの表示、情報アイテム表示の終了などの該当動作の遂行を制御することができる。
【００７２】
　次に、制御部５００は、リセットイベントの入力が感知されなければ（９１５ステップ
のＮｏ）、トグルイベントの入力有無を判別する（９２１ステップ）。トグルイベントは
、上で説明したように表示部４００に現在表示中である情報アイテムを少なくとも一つの
他の情報アイテムに変更するイベントを示す。トグルイベントは、設定された方式によっ
て表示部４００に割り当てられたトグル領域または入力部２００の物理的なキー入力によ
って行われる。
【００７３】
　次に、制御部５００は、トグルイベントの入力を感知すれば（９２１ステップのＹｅｓ
）、制御イベントにより変更された情報アイテムの時間情報及び連係情報を初期化する（
９２３ステップ）。そして、制御部５００は、９０１ステップに進んでトグルイベントに
よって選択された他の情報アイテムを表示した後、以下の動作遂行を制御することができ
る。このとき、前記他の情報アイテムを表示するとき、現在携帯端末の時間情報とそれに
対応する連係情報が表示される。制御部５００は、トグルイベントの入力が感知されなけ
れば（９２１ステップのＮｏ）、ユーザから要請される該当動作の遂行を制御することが
できる（９２５ステップ）。例えば、上で説明したように、制御イベントにより変更され
た時間情報及び連係情報を持続的または一時的な表示動作を制御するか、ユーザの携帯端
末機能の終了要請によって待機画面に進入するなどの該当動作の遂行を制御することがで
きる。
【００７４】
　上述したような本発明の時間情報とそれに関連する連係情報のヒストリー機能提供方法
は、多様なコンピュータ手段によって行われるプログラム命令形態で実現され、コンピュ
ータで読取可能な記録媒体に記録されることができる。このとき、前記コンピュータで読
取可能な記録媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構造などを単独でまたは
組み合わせて含んでもよい。一方、記録媒体に記録されるプログラム命令は、本発明のた
めに特別に設計されて構成されたものであってもよく、コンピュータソフトウェアの当業
者に公示されて使用可能なものであってもよい。
【００７５】
　前記コンピュータで読取可能な記録媒体には、ハードディスク、フロッピー（登録商標
）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｍｅｄｉａ）、ＣＤ－
ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＤＶＤ（Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）のような光記録媒体（Ｏｐｔｉｃａｌ　
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Ｍｅｄｉａ）、フロプティカルディスク（Ｆｌｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｉｓｋ）のような磁気
－光媒体（Ｍａｇｎｅｔｏ－Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｍｅｄｉａ）、およびＲＯＭ、ＲＡＭ、フ
ラッシュメモリなどのようなプログラム命令を格納して行うように特別に構成されたハー
ドウェア装置が含まれる。また、プログラム命令には、コンパイラによって作られるよう
な機械語コードだけでなく、インタープリタなどを使用してコンピュータによって実行さ
れる高級言語コードを含む。上述したハードウェア装置は、本発明の動作を行うために一
つ以上のソフトウェアモジュールとして作動するように構成され、その逆も同様である。
【００７６】
　そして、本発明が属する技術分野の当業者は、上述した本発明がその技術的思想や必須
特徴を変更せず、他の具体的な形態で実施できることを理解するはずである。したがって
、以上で記述した実施例は、全ての面で例示的なものであり、限定的なものではないこと
を理解しなければならない。そして、本発明の範囲は、上記した詳細な説明よりは後述す
る特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲の意味及び範囲、そして、その等価概
念から導き出される全ての変更または変形された形態が、本発明の範囲に含まれるものと
解釈しなければならない。
【００７７】
　一方、本明細書と図面に開示された本発明の実施例は、本発明の技術内容を容易に説明
して本発明の理解を助けるために特定例を提示したものに過ぎず、本発明の範囲を限定す
るものではない。ここに開示された実施例の他にも、本発明の技術的思想に基づいた他の
変形例が実施可能であることは、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に自明
である。
【符号の説明】
【００７８】
１００：通信モジュール
２００：入力部
３００：格納部
４００：表示部
５００：制御部
２１０、３１０、４１０：情報アイテム
２３０、３３０、４３０、４５０：情報領域
８５０：トグル領域
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